
点 名 X Y Z

座 標 リ ス ト

 10100:T-1 101061.178 99899.663 38.485

 10200:T-2 101068.509 99927.087 37.915

 10201:T-2-1 101060.252 99953.746 35.436

 10300:T-3 101106.065 99916.789 34.801

 13018:A-18 101061.900 99932.568 40.000

点 名 X Y Z

座 標 リ ス ト

  1000:NO.0 101071.488 99932.904

  1500:NO.0+ 4.0 101067.945 99934.760

  1001:NO.0+ 6.4 101065.819 99935.874

計画護岸高

40.000

点 間 距 離

測 点

1/
1
00

追 加 距 離

被 災 水 位

1/250

地 盤 高

0
.0

0
0

4
.0

0
0

2
.4

0
0

NO
.
0

0.
0
00

NO
.
0+

4
.0

3
4.

5
01

4.
0
00

NO
.
0+

6
.4

DL=   20.000

3
3.

9
23

6.
4
00

3
5.

5
56

勾 配 図

最深河床高

30.000

39.83

Co

Co

Co

平 面 図
Sc=1/250

T-2

T-1

T-3

A-18

34.9
石裾

NO.0

NO.0
+4.0

NO
.0+6.

4

32.65

33.43

32.97

37.18

38.01

38.24

38.34

39.06

36.93

37.84

36.20

31.60
31.90

35.30

36.32

33.85

L=19
.500i=1/
25

1/3

基礎コンクリート

L=5.8m

小口止工

小口止工

すりつけ工

すりつけ工

土工計算用

河川区域

標準断面図 S=1/100

L=0.3m L=0.3m

すりつけ工すりつけ工

L=2.8m

L=2.9m

L=2.9mL=2.8m L=5.8m

市道 熊谷2号線

至 加茂谷

至
 橘

鉱
山

L=5.8m

L=5.8m

NO.0+4.0

GH=33.923

FH=36.250

係

工事箇所

設

計長
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阿南市　熊谷町　丸山ノ下ほか

普通河川熊谷大谷川(左岸)

図

令 和 　 　 　 年 度

図示

縮 尺

製

図 面番 号

図 名 平面図・縦断面図・標準断面図

河 川 名

工 事 名

長

課

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

復旧延長 L=6.4m
（起点側）

L=0.3m

天端コンクリート L=0.3m

（終点側）

練石積工 L=5.8m

L=1.9m

基礎コンクリート

復旧延長 L=6.4m

（起点側） 天端コンクリート （終点側）

練石積工 L=5.8m

▽D.H.W.L

3
2
.6

5
0

3
3
.4

3
0

縦断面図

普通河川 熊谷大谷川

▽D.H.W.L

1
00

σck≧18N/mm2

φ400mm

RC-40mm

σck≧18N/mm2

σck≧18N/mm2

杉

31.30

31.95

32.34

31.44

32.09

31.62

32.02

33.08

31.73

33.92

32.20

34.19

R8.0

L3.5

33
.
17

6

32
.
94

0

32
.
85

0

36
.
34

6

36
.
09

0

36
.
25

0

35
.3

4
6

35
.0

9
0

35
.2

5
0

783

L.W.L

5%

DL=30.000

4
30

0

30
0

300
400

4
40

0

小口止工 小口止工

計画護岸高

地盤高

最深河床高

基礎コンクリート

天端コンクリート

裏込材

練石積

胴込コンクリート

計画河床高

最深河床高の評価高

1
0
00

最深河床高の評価高

河
川
区
域

測
量
法
線

課
長
補
佐

計画河床高

1:0.5
1:0.4

官
民
境
界

河岸高1/2

排
水

路
復

旧
L=
4.

8m

立木伐採

普通河川熊谷大谷川災害復旧工事



河
川
区
域

1
0
00

起点側 7.76 m2

終点側 (2.90+0.50)/2*4.70 = 7.99 m2

合計 15.75 m2

(2.80+0.50)/2*4.70 =

すりつけ工

L=0.3m
L5.0

R6.5

Co

R8.0

L3.5

L1.5

R7.0

横断面図
Sc=1/100

DL=30.000

NO.0

GH=34.501

FH=36.090

DL=30.000

NO.0+4.0

GH=33.923

FH=36.250

DL=30.000

NO.0+6.4

GH=35.556

FH=36.346

すりつけ工

S=1/50

S=1/50

小口止工

S=1/20天端コンクリート

S=1/20基礎コンクリート

S=1/100展開図 練石積工 S=1/50

縦断図

断面図

S=1/50排水路復旧

▽D.H.W.L

▽D.H.W.L

▽D.H.W.L

1
0
0

5%

2/3

783

783

1:0.5

1:0.5

5%

すりつけ工 すりつけ工
（起点側） （終点側）

1
0
0

1
00

RC-40mm

σck≧18N/mm2

練石積
φ400mm

σck≧18N/mm2

σck≧18N/mm2

L=0.3m

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

計

普通河川熊谷大谷川(左岸)

製

横断面図・展開図・構造図

係

工事箇所

長 図

図示

図 面番 号河 川 名

長

課 設
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縮 尺図 名

工 事 名

阿南市　熊谷町　丸山ノ下ほか

令 和 　 　 　 年 度

0.50

L=2.8m

4
40

0
30

0
4
40

0
3
00

44
0
0

3
0
0

4
30

0

783300
400

400
300

400
300

10
0

復旧延長 L=6.4m

天端コンクリート L=5.8m

練石積工 L=5.8m

0.30 基礎コンクリート L=5.8m 0.30
0.50

≒3.00

L=2.9m

43
0
0

4
3
00

掘 削

盛 土

床 掘

埋 戻

2.0

掘 削

盛 土

床 掘

埋 戻

3.4

掘 削

盛 土

床 掘

埋 戻 1.6

--

10
0

≒1/19

H
=
4.

4
0

H
=4

.
40

H
=
4.

7
0

H
=4

.
70

既設角フリューム再利用
0.80

N
O
.0

+
 
4.

0

+
 
6.

4

天端コンクリート

0.500

1
.0

00

1.118

斜比

角フリューム 現場打

L.W.L

L.W.L

L.W.L

A=2.64m3/m
CAD計測

m3コンクリ－ト 1.06

型　枠

σck≧18N/mm2

規　　格

m2

基礎コンクリート

数　量

10m当たり

4.2

単位名　　称

4
40

0
30

0

排水路復旧 L=4.8m

2×2.00=4.00
現場打

4.00 2.40

550

5
00

6
0

400

5
60

30
1
0
0

200

H

700

440

150 550 150

707
900

6
5
0

1
00

5
00

1
5
0

460

基礎 L=2.90m

4
30

0

300
400

783

4
7
00

783

1253

300

4
7
00

1:0.5

規　　格

天端コンクリート

数　量

10m当たり

単位

m3コンクリ－ト 0.79

型　枠

σck≧18N/mm2

m2 2.2

名　　称

m2

名　　称 規　　格

1.44

数　量単位

コンクリ－ト

11.1型　枠

σck≧18N/mm2

小口止工 1箇所当たり

m3

300
400

3
00

100

460
1
20

112

108

783

793

小口止工
小口止工

現場打

胴込コンクリート

裏込材

天端コンクリート

基礎コンクリート

既設角フリューム

敷モルタル

基礎砕石

基礎砕石

1:0.5

1:0.4
1:0.5

1:0.4

1:0.5

1:0.4

1:0.5

1:0.4

1:0.5

1:0.4

1
0
00

10
0
0

最深河床高の評価高

最深河床高の評価高

最深河床高の評価高

計画河床高

計画河床高

計画河床高

1.0

3.5

1.6

0.1

3.5

1.6

3.1

3.5

測
量
法
線

河
川
区
域

測
量
法
線

河
川
区
域

測
量
法
線

課
長
補
佐

官
民
境
界

官
民
境
界

河岸高1/2

河岸高1/2

河岸高1/2

普通河川熊谷大谷川災害復旧工事



500 250250

50
0

A=0.281m2

数量表

名　　称

土のう 側面並べ

単位 数　量

m2

規　　格

高密度管 Φ400mm m

4.1

20.0

DL=30.000

DL=30.000

DL=30.000

下流側土のう展開図

工事用道路縦断図

上流側土のう展開図

S=1/100

S=1/100

S=1/100

i=30%

NO
.0

堰天端高

NO
.0

+4
.5

NO
.0

+8
.5

堰天端高

NO
.
0

NO
.
0+

4
.5

N
O
.0

+
8.

5

N
O.

0

N
O.

0
+4

.
5

N
O.

0
+8

.
5

数量表

名　　称 単位 数　量規　　格

高密度管 Φ200mm m 13.0

A=18.0m2

L.W.L

2500 4500 4000

1:
0.
5 1:0.5

1:0.5

工事用道路横断図 S=1/100

B=0.9

B=3.3

B=1.2

DL=30.000

DL=30.000

DL=30.000

39.83

Co

Co

Co

平 面 図
Sc=1/250

T-2

T-1

T-3

A-18

34.9
石裾

NO.0

NO.0
+4.0

NO
.0+6.

4

L1.5

R7.0

31.73

34.58

31.44

32.34

32.09
32.60

32.20

31.62

31.30

33.08

32.02

33.92

31.95

排水路仮締切

33.43

36.93

36.32

37.84

A

A
B

B

C

C

A A 断面図

断面図B B

断面図C C

NO.
0

+4.
5

普通河川 熊谷大谷川

φ200
mm 

L=1
3.0

m

+8.
5

上流側仮締切

FH=34.500

NO.0

GH=34.070

FH=33.150

+4.5

GH=31.890

37.87

37.88

4.10

4500 4000

4.501.20 4.00

工事用道路 L=9.7m

2
.
55

土木シート L=6.0m

9.
00

6.
00

3.00

土木シート L=3.0m

3.70 3.00

2500

2500

2500

復旧延長 L=6.4m

工
事
用
道
路
 L=9.7m

高密度ポリエチレン管

6.00

t=22mm
A=54.0m2

38.34

39.06

φ200mm

φ400mm

仮締切断面図 S=1/100

3/3

市道 熊谷2号線

至 加茂谷

至
 橘

鉱
山

断面A A 断面B B

敷鉄板t=22mm

敷鉄板t=22mm

敷鉄板t=22mm

DL=35.000

DL=35.000

DL=35.000

S=1/100

S=1/100

S=1/100

（掛樋工）

（掛樋工）

FH=31.950

+8.5

GH=31.600

係

工事箇所

設

計長
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図

令 和 　 　 　 年 度

図示

縮 尺

製

図 面番 号

図 名 仮設計画図

河 川 名

工 事 名

長

課

阿 南 市 建 設 部 土 木 課

9.000.50

9.00

6.000.50

高密度ポリエチレン管φ400mm L=20.0m

ラフタークレーン10ｔ吊

ブーム長 19.9mで半径 12.0mとして吊り上げ能力 1.25t

L5.0

Co

R6.5

1:1.5

ラフタークレーン10ｔ吊

▽D.H.W.L

DL=30.000

NO.0

GH=34.501

FH=36.090

クレーン設置図 S=1/200

L.W.L

450
0

450
0

300
400

12000

1.00

≒7.20

土のう 面積5.9m2

土のう 面積12.4m2

FH=33.150

FH=31.950

FH=34.500

土木シート

堰（頭首工）
土のう

土のう

土のう土のう

敷鉄板

上流側仮締切

表土剥取t=20cm 表土剥取t=20cm

高密度ポリエチレン管

高密度ポリエチレン管

土のうなどで締切る

課
長
補
佐

表 土 剥 取

4.2盛 土

1.2盛 土

--表 土 剥 取

1.4

普通河川熊谷大谷川災害復旧工事


